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【平成２２年度 研究進捗評価結果】  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

研究代表者が国際的にリードしてきたiPS細胞研究は、再生医療への応用の可能性から、社

会的な要請、期待も大きい研究である。  

本研究では基礎研究に特化し、iPS細胞誘導の分子機構の解明、およびレトロウイルスを用

いないiPS細胞誘導方法の確立などに焦点を当てている。これらのうち、再生医療への応用に

向けたテーマについては期待どおりの成果を挙げており、現状どおり推進すべきである。  

しかし、本研究課題の重要な目標のひとつである「細胞核初期化の分子基盤」の解明につい

ては研究が遅れている。残りの研究期間では、研究方向・解析方法・研究組織の見直しを検討

するなどして、独創的研究成果が得られるように努めてほしい。  

また、研究代表者は他に高額の研究費を複数取得しており、計画作成・人員配置・論文発表・

報告書の作成等に際しては、重複が不適切にならないよう配慮して研究を推進することを期待

する。 

 

【平成２４年度 検証結果】 

検証結果 研究代表者が国際的にリードしてきた iPS 細胞研究は、再生医療への応用の可

能性から、社会的な要請、期待も大きい研究である。本研究のタイトルは「細胞

核初期化の分子基盤」としているが、基本的に、4 因子による iPS 細胞誘導の分子機

構の解明、レトロウイルスを用いない iPS 細胞誘導方法の確立など、技術的改良

に研究目標を設定している。これら技術的改良については多くの進展が認められ、

研究成果の公表も良好であると認められる。一方で、タイトルの本来の目標であ

る「細胞核初期化の分子基盤のメカニズム」の理解についての基本的な研究について

は、特段の進展があったとは言い難い。iPS 細胞の安全な再生医療への利用には「エ

ピジェネテイックな制御」など基本的なメカニズムの解明が必須であり、今後、

研究代表者がこれに焦点を当てた研究を推進するよう期待したい。 

Ａ 

 

 


